
寄附額の最大９割の
軽減効果を活用しながら、
地方創生を応援できます。

地方創生を
応援

Merit 1

企業のPRに

Merit 2

可児市のホームページ等で
寄附企業様を紹介します。
社会貢献に取り組む企業と
してのPR効果が期待できます。

企業の継続的な
発展に寄与

Merit 3

企業の継続的な発展に
寄与する事業等へ

寄附を行うことができます。

新たなパートナー
シップを構築

Merit 4

寄附をきっかけに、
可児市と新たな関係の
構築が期待できます。

SDGsやESGに
寄与

Merit 5

寄附を通じて、地方公共団体の
取組を支援することで

SDGs・ESGに寄与できます。

ほかにもこんな声が！ ●創業地や縁のある地への恩返しに  ●寄附活用事業が社員のプラスに

を活用する企業版

ふるさと納税はまちの未来への投資です 岐阜県可児市

可児市で生まれ育った子どもたちが、
この地域に愛着と誇りを持って住み続けられるように、可児市の魅力づくりを企業の皆様と共に
可児市で生まれ育った子どもたちが、
この地域に愛着と誇りを持って住み続けられるように、可児市の魅力づくりを企業の皆様と共に

寄附の流れ
企業様のご意向に沿って、寄附対象事業の決定を行います。まずは下記の問い合わせ先（財政課）
までご連絡ください。対象事業や寄附金額が決定しましたら、寄附申出書をご提出いただきます。1 ご相談・お申し出

払い込みいただくため、
納付書を発行いたします。2 ご寄附

受領証を発行いたします。

納付書を使用し、可児市指定金融機関で
払い込みをお願いいたします。

受領証を使用し、税務署での税申告の
お手続きをお願いいたします。3 税申告のお手続き

企業版ふるさと納税　　　　　　　とは？

　平成28年度に創設された企業版ふるさと納税は、国が認定した地方公共団体の地方創生プロジェクトに対して企業
が寄附を行った場合に、法人関係税から税額控除する仕組みです。
　損金算入による軽減効果（寄附額の約３割）と合わせて、令和2年度税制改正により拡充された税額控除（寄附額の
最大６割）により、最大で寄附額の約９割が軽減され、実質的な企業の負担が約１割まで圧縮されます。

企業負担

約1割
税額控除

最大６割
損金算入

最大３割
寄附額

企業版ふるさと納税
通常の寄附

軽減効果
最大
約9割

1基本
目標 「人と経済が元気なまち」を創る事業

企業の誘致・拡張と活動の支援

地域産業の活力づくり

「ひと」と「しごと」の好循環の構築

3基本
目標 「子育ての希望がかなうまち」を創る事業

1 安心して子育てできる環境づくり
2 学びを支援する環境づくり
3

1

2

3 未来社会を切り開くための資源・能力の育成

2基本
目標 「魅力とつながりのあるまち」を創る事業
1 シティプロモーションの推進
2 定住・移住の促進
3 地域と市民の元気づくり
4 子どもたちのふるさとを愛する心を育む

4基本
目標 「健康と安心が実感できるまち」を創る事業

1 健康で暮らせる環境づくり
2 支え合いにより地域で暮らせる仕組みづくり
3 安全・安心に暮らせる生活環境づくり

※「第2期可児市総合戦略」に位置付けられる事業が寄附対象です。本パンフレットの中面「主な寄附対象事業」以外も受け付けておりますので、詳細は財政課までお問い合わせください。

可児市の地方創生に向けた取組

可児市市政企画部財政課問い合わせ先 〒509-0292岐阜県可児市広見一丁目１番地
 0574-62-1111TEL  furusato@city.kani.lg.jpemail

地方創生応援制度

企業様

企業様

企業様

可児市

可児市

ふるさと納税の
ごあんない

企業版
可児市を創る
あなたと共に

住みごご
ち一番・可児



マイナス10か月からつなぐ まなぶ かかわる 子育て

市民スポーツの拠点である坂戸地内の可児市運動公園を、

サッカー、野球、ホッケーなどの競技場として、また健康

づくりや多くの人が集う多世代交流の場として、さらに

広域的な防災拠点として整備します。既存のカヤバスタジアムやテニスコート、

弓道場などと合わせて、運動公園に行けばいろんなスポーツができる総合的な体育施設を目指します。

移動支援事業に
対する車両貸与

高齢者の移動支援を行う団体に対し、

市が車両を無償貸与し、事業の継続に

つなげ、高齢者の移動手段を確保します。

多文化共生事業

寄附額に応じた
ベネフィット　 HP、SNS、広報紙に貴社名を掲載

運動公園整備事業

寄附への感謝を込めて貴社をＰＲします
感謝状＋市長と対談10万～ 50万～

主な寄附対象事業

出生から１か月を迎えた子の健診費用の

助成や、子育て世帯の訪問事業等で、

出産後のサポートを行います。

●育児で不安を抱え込まないように

1か月児健康診査助成金
出生から1か月を迎えた子の健診費用を助成

します。早い段階から受診することで健康

状態を把握でき、その健康面に対する不安や

困りごとの解消につなげます。

250万円
目標金額

2億円
目標金額

●子育て家庭を応援します
妊婦や子育て家庭に、面談や適宜情報発信を

したり、妊産婦への10万円分のギフトを贈る

経済的支援を行います。

●赤ちゃんとお母さんが
  安心して出会える
  ように
妊婦健診費の助成や、

妊娠中の相談や訪問に

よるサポートを行います。

保育園や幼稚園の運営・支援と加配保育士

配置費用の助成の拡充等により保育の支援

体制を強化します。

●働く保護者をしっかりサポート

家事や子育てなどに対して不安や負担を

かけた子育て家庭や妊産婦などがいる家庭を

訪問し、家庭や生育環境を整える事業を

行います。

子育て世帯訪問支援事業

照明のLED化やトイレの洋式化等により、

子どもたちが安全安心に過ごせる学校施設

の整備・充実を図ります。

●友達といっぱい遊んで、
　いっぱい勉強できる環境づくり

不登校児童生徒の支援の場であるスマイリング

ルームを増設します。サポーターの増員ととも

に、インターネット上で教室を模したメタバース

空間等を活用し不登校支援を行います。

スマイリング
ルーム増設関連費

Policy 01 Policy 02 Policy 03 Policy 04

外国籍市民が地域で生活していく上で必要な

支援を行います。外国籍市民への日本語学習

支援や、困りごとやニーズを直接聞き取り共有

することにより多文化共生に必要な支援へ

つなげていきます。

外国籍市民が地域で生活していく上で必要な

支援を行います。外国籍市民への日本語学習

支援や、困りごとやニーズを直接聞き取り共有

することにより多文化共生に必要な支援へ

つなげていきます。

子どもとの
暮らしが
始まったら

赤ちゃんが
お腹にいる
ときから

保育園
幼稚園に
入ったら

小学校
中学校に
入った後も

小学校
中学校に
入った後も

100万円
目標金額

200万円
目標金額

8,000
万円

目標金額

3,000
万円

目標金額

※「第2期可児市総合戦略」に位置付けられる事業が寄附対象です。
　PICK UP事業以外も受け付けておりますので、詳細は財政課まで
　お問い合わせください。

第2期
可児市総合戦略可 児 市

https://www.city.kani.lg.jp/secure/22764/R3sougousenryaku_kaitei.pdf


